
後志管内の農業地域は、大きく４地域に分類することができます。
■北後志地域（積丹町、古平町、余市町、仁木町、赤井川村、小樽市）

温暖で、北海道開拓史時代から果樹栽培を行っている地域で、現在は、さくらんぼや醸造用ぶどう
などの果樹に加え、ミニトマト、カラーピーマン、花きなどの施設園芸も主要品目となっています。

■岩宇地域（共和町、岩内町、泊村、神恵内村）
比較的降雪が少なく、水稲や、すいか、メロンの栽培が盛んです。馬鈴しょやスイートコーンなどの栽培

も行われています。
■羊蹄山麓地域（ニセコ町、真狩村、留寿都村、喜茂別町、京極町、倶知安町）

道内でも有数の豪雪地域で、生食用馬鈴しょ、小麦、豆類、てん菜の畑作に加え、だいこんやにんじん、
ゆり根、アスパラガスなどは全国屈指の産地です。

■南後志地域（島牧村、寿都町、黒松内町、蘭越町）
夏期に多霧な黒松内町は酪農や種馬鈴しょなどの生産が盛んで、また、蘭越町は管内有数の水稲生産

産地です。その他、小麦など畑作物や露地野菜などの栽培が行われています。

Ⅳ 後志農業の特色

資料：「北海道農協年鑑」
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１ 地域の特徴

各農協販売取扱高（Ｒ４）

〔神恵内村・泊村・共和町・岩内町〕

〔余市町〕

〔積丹町・古平町・仁木町・赤井川村・小樽市〕
〔倶知安町・京極町・喜茂別町・留寿都村・
真狩村・ニセコ町・蘭越町・黒松内町・寿都町〕
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２ 作付面積の全道比率が高い品目

後志管内の主なブランド農産物

資料：後志総合振興局農務課調べ（Ｒ４）

（馬鈴しょ・果樹はＲ３）


